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第二：細大戦中の米国の情報活動
4一米戦略情報局（OSS）の活動を

　　　　　　扱った二三を手懸りにして昂・

山　本　武　彦

ー
ム
9
μ
Q
σ
4
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COIの誕生とLCの戦争協力．

OSSの登場と太平洋作戦
アジア大陸での作戦

OSSへの評価一むすびに代えて

はじめに’

　このところひとしきりジャーナリズムを1

賑わせているせいか，わが国でも米中央情

報局（CIA）の実態についてはかなり知ら

れるようになったpしかし，第二次大戦中

に創設され，℃IAの前身となった情報調

整局（the　Coordinator　6f　lnfor皿atibn；略

称COI）と戦略情報局（the　O缶ce　of．

Strategic’ rervices；略称，　OSS）の短命に

終った歴史や活動の実態について知る人は

以外に少い。せいぜいわが国で知られてい

ることといえば，大戦末；期に中立国スイス

を舞台に繰り広げられたOSSのダレス機

関とスイス駐在日本公使館付海軍武官とめ

いわゆる「幻の和平工作」ぐらいにすぎな

い（1）。最近では，わが国でも占領研究や’冷

戦史研究が盛んになbてきために照応し

℃戦中から戦後にかけて果したOSSの

役割や米国の対外政策決定過程で占めた

OSSの位置について，かなりの関心が向

けられつつあることは否めない。しかしこ

の場合の主たる関心も，米国政府の戦争政

策決定にとって参考資料程度の取り扱いを

されたにすぎない「OSS文書」に向けら

れるのが専らであり②，O§Sの歴史なり，

その情報活動のリアルな全貌についての関

心は，占領研究や冷戦史研究のような政策

決定の側面に重点を躍く研究方向からい？

て，考察の視野から遠ざけられざるをえな

い。しかも，研究領域の問題に限らず，

OSSへの関心が稀薄なことのもう一つの

理由は，戦時中の米国政治に占めるOSS

・の位置が・，戦後におけるCiAのそれに

比べ，低いポジションに置かれていた点に

求められよう。以上めようなOSS全般に

対する関心の薄さは，米国でも広く認めら

れるところである。米国の戦時外交や戦記

を扱った図書で断片的に触れられるほか，

元OSS要員の回想記で取りあげられるこ

とはあっても，体系的にまとめられた図書

となるとほとんど皆無に近い状態であるこ．

とが，このことを端的に物語っている。と

ころが，OSSが解散して四半世紀たった

最近になって，OSSの全貌をリアルに描

ぎ出した二つの図書が公刊されたことによ1

り，空白部分の多かったOSSの歴史が一

挙に浮彫りにされるごとになった。rつ

は，元CIAの要員であった人物が著した

図書　（R．、Harris　Smith，“OSS’；the

Secret　history　of　America’s　first　intelli一
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gen¢e’agency．”　Berkeley，　Univ．　6f

California　Press，1972．458　p．）であり，他

のピつは，陸軍省戦略情報局命令第57号に

より結成されたK・ルーズヴェルトを長と

する陸軍省歴史企画チームが，1946年から

．1年がかりで作製した大戦中のOSSに関

する全公式記録：（“War　Report．　of　the

Oss．”．　New　York，　Walker＆Co．，1976．

2　’魔盾撃刀D以下War、　Repρrtと略記）であ．

る。これは，歴史企画チームの作製作業が

完了した直後に極秘指定を受けた程の生々
　　　　　　　　　　　　　デイクラシファイ
しい報告書であり，このほど公開’され

たのを機に復刻出版された図書である。

　そこで，ここではこれらの図書を手懸り

にして，C61／OSSの辿った組織的変遷と

特にその対日作戦の展開に焦点を合わせな’

がら，ドラマ性に富むOSSの一一一t生を素描

するとともに，大戦中の米国の情報・諜報

活動が米国政府の戦争政策の決定過程でど

、のような影響を及ぼしたかという問題にも

若干触れてみたい。この点，OSSが戦後

初期における米国政府め対日占領政策の形

成にどのような往割を果レたかという問題

に係ってくるだけに，その影響度を評価し

てみるのもあながち無意味ではあるまい。

注（1）ダレス工作についてば，以下の文献

　　に詳しい。（b林茂編「日本終戦史6中

　　巻「まぼろしの和平工作」　読売新聞

’・ ﾐ昭37250P．のうちPP．60～97．
　　⑱外務省綿「終戦出品」新聞丹鑑社

　・昭27818p．、のうちpp．298～314．『

　　（復刻版が北洋社から出版された。）

　　③読売新聞社編刊「昭和史め天皇ピ2」

　　昭42411p．’のうちpp．341～392．

　　④本橋正，rダレス機関を通ずる和平工

　　作』’（日本外交学会編「太平洋戦争終

　・結論」～東京大学出版会　昭33，861P．

　のうちpp．507～572．所収）⑤大森実

　’「戦後秘史・1一崩壊の歯車」講談社

　昭50326P．’のうちPP．10～ユ28。

　⑥r大森実直撃インタビュー；藤村i義

　朗』（大森実「戦後秘史・2一天皇と

　原子爆弾」　講談社　昭50　318P・の

　うちPP．277～304．所収）　William

　Craig，　“The　Fall　of　Japan．”　New

　York，　The　Dial　Press，　1967．　368p．

　のうちpp．33～36，39　，．

（2）山品品rOSS’ ｶ書について（1），

　②』「経済と貿易く横浜市立大学経済

　研究所〉」’120号（昭和51年12月），

　121号（昭和52年3月）参照。，この論文

　には，米国立公文書館に収蔵されてい

　るOSS文書のうち，対日，対中国関

　係文書を中心とするアジア関係文書の

　一部のリストが掲載されており，OSS

　文書に接近する際の有力な手懸りにな

　る。

1．COIの誕生と］LCの戦争協力．

　建国以来，第二次大戦に至るまで米国ほ

どの大国が，その国家機構のなかに独自の

⊥元的な諜報機関をもたなかったというこ

とは，・国際関係史の常識からみてまさに稀

有の例である。もちろん，米国はそれまで

一切の諜報活動にタッチしてこなかったわ

けではない。古くは南北戦争当時から，新

ししVどころでは第一次大戦期と両大戦間期

を通じ，陸・海軍省や国務省がそれぞれ独

自の情報組織をもって軍事，外交情報の収

集にあたうていた。しかし，これら情報組

織間の有機的な連結関係はないに等しい状

態であり，したがって収集された情報の綜
合的分析が行われる機会議まとんどなから’
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たといってよい。欧州の戦雲が急をつげつ

？あった30年代においてすら，このような

非統合的状況が打開される気運は一向に政

府サイドから起ってこなかった。ヒの気運

が急速に拾頭し始めたのは，食イツの侵略

行動が欧州を席巻していた1940年置夏のこ

とである。7月に入ると，ノックス海軍長

官は，ノセーズヴェルト大統領とン・ル国務長

官に対して欧州！こおけるドイツ側の第五列

の雲腸実態を調べるため，然るべき人物を

ロンドンに派遣するよう提案し，その人物

として，ノックスの友人であり諜報活動の

あり方について一見識をもっていたニュー

ヨークの弁護士，、ドノヴァン（William　J．

D叩ovan）（1）を推薦じた時から諜報活動の

統論題力感要講として如一持ア。
’プされることになった。かくして，大統領

命令により渡欧したドノ・ヴァンは，欧YII・1で

展開されている諜報戦の有様を見聞して1

米国の情報活動の一元的組織化が急務であ

’ることを痛感し，帰国後その必要性を強調

した意見書を大統領に提出した。彼の諜報

構想に触発されたルーズヴェル．トに，41年

『6月11日にCOI設立に関する大統嶺命令

を発し，ζこに米国政治史上初の大統領に

直属する情報機関が発足することとなっ

た（2）。初代COI長官に任命されたのは，

もちろんその生みの親ともいうべきドノヴ

ァンである。11ヵ月後にOSSに改組され’、

た後も彼が長官としで留り，結局，終戦直・

後の45年10月にOSSが解散するまでその

職匠あった。4年余に及ぶOSSの短い歴史

のなかでジドノヴァンは文字通り，組織・人

　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ン事・機能の全般にわたり，・OSSの首領と
　　写
して君臨したわけである。COI／0SSが，

別名ドノヴァン機関と称される所以もここ

にある。’

　ところで，　ドノヴァンは，COI創設に

先撃つ数週間，新しい諜報機関が直ちに着！

手せねばならない二つの種類の問題につし・

て構想をあぐらしていた。一一つは｝宣伝部

局の創設と情報収集・分析部局を設置する

，問題であり，他の一つは，機構上の問題と

行政上の問題である（3）。ここで特に注魅し

たいのは前者の問題である。まず彼は，豊

伝部局の設置問題について，劇作家である．

と同時にルーズヴェルト大統領の『炉辺談

話』の起草者として有名なシャーウッド．

（Robgrt　E・Sh破wood）にホ珍談をもちD｛

けた。シャーウッドはドノヴァンの構想に

賛成し，直ちにCOIめ宣伝部門の組織化

に着手する旨同凄し，その結果，対外宣伝

を担当する部局として対外情報部（FIS）が

COIのなかに新設されることになった（4）6

耳Sは，ドノヴァンの意図によると，民主

．主義の目的や米国の生産力について（真珠

湾攻撃以降は，米国の戦争努力について）’

西半球以外の全世界の人々に知らしめるこ

とを主要任務とした。そのための有効な手”

段として動員されたのが，電波＝放送であ

’り，飛行機による為熟ビラ・パンフレット

の投下である（5）。……次いでドノヴァシ

は，情報収集・分析部局の設置問題につい』

て議会図書館（LC）のア。クリーシュ

．（Atchibald　Ma¢Leish）館長と協議した

後，41年6月29日に同館長から「要請され

れぽ，LCは可能なあらゆる援助を提供ず

る用意がある」旨の全面協力の申し出を受

けた。そこでドノヴァンはマッタリー一　tt　a一、

に対して・COIに新設されるにずの調査

・分析部（Research＆Analysis　Branch；

略称R＆A）糊置問題に関心を有する学者

連中を集めた会議（マックリーシュ委員

会）を主宰するよう要請，これを快諾した

マックリーシュは，7月28日に最初の会議

．を召集したσ会議に参加したのほ，LCの
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　幹部と国立公文書館，アメリカ学術振興　　　えていたドノヴァソたとってみれぽ，LC

　会（the　Americah　Council　of　Learned　　　、の蔵書内容や人事構成は戦時情勢の分析に

S・ri・l19・），社会科学研究会議の代誰そ、．木可欠鯛麺であJ・，たことは想像セ灘くな

　れに社会科学関係の大学教授達であった。　　　い。しかしその反面，マックリーシュ館長

　この会議の結果，翌29日にR＆Aの中心人　　　がなにゆえ生々しい情報戦の三面にLCの

　事と行政，組織に関するドノヴァン宛の勧　　　組織・機能と人員を供したのか，LC年報

　告が出され，この勧告に沿った形でR＆Al　　のどの行間にもこの点を説明する個所は見

　がCOIの一部局として発足することにな　　　あたらない。戦時であれ平時であれ，図書

　つた。そり際，’30日にはドノヴァソとマッ　　　館本来の機能からすれば行政・司法の各部

　クリーシュとの間で，COIとLCとの協　　　に対してザービスを提供するのは当然とし

　カの範囲に関する合意書が交わされた。そ　　　ても1“影”のアクターである情報機関の

　一の骨子は，（1）R＆Aの一部局として特殊情　　　活動に明示的かつ組織的にコミットするご

　報部（Divisign　．　df・Special　Information；　　　との是非については，，相当の論議があって

　略称DSI）をLCのなかに設けること。　　　然るべきであろう9とζうがジ筆者の知る・

　（2）その行政上の責任は：LCに属するが，財　　　限りでは，この種の論議がLC内外で行わ

　疎負担はCQIが：負うζと1（3）DSIには；　　「れた形跡はなさそうである。なぜなされな

　その歴史学と政治学を専攻する地域研究者　　　かったのであろうか。そもそ’もこの種の問

　が管理する地域デスクを設置すること，な　　、題意識は，アメリカ民主主義の思想的な土

　どの諸点からなっていた（6）。　　　　　　　　．壌からは生れるはずのない意識なのであろ

　　このような経過の後，R＆Aは8月27日　　　うみ・。それとも，米国社会に固有の政治文

　から業務を開始するこ・とになるおけだが1　　　化からはどだい発想されにくい意識なので

　マックリーシュ館長がドノヴデ’ンの情報分　　　あろうか。あるいは，仮にこのような問題

　析構想に賛同した動機なり∫LCの緯糸や　　　意識がもたれたとしても・「全体主義に対

　人員を戦時情報の分析Pために積極的に供、　する民主主義擁護の戦争」に国民精神が総

　した背景を知る手懸りは今のところ見い出・　　動員されていく時代環境のなかでは，しょ

　璋ないQしかP・動機や背羅の詮索はとも　　　’せん線香花米で終る運命だったのであろう

　かくとして，LCが政府の戦争政策に協力　　　か一。

・する立場塗とったこ≧は事実である。その　　　　ともあれ，さほど生みの苦しみを味わう

　協，力ぶりは；全面的ともいえるほど広範に　　　こともなくCOIは誕生し，，諜報工作やゲ

　わたるものであり7．期間もDSIの設置か　　　リラ支援活fU・　一対敵諜報撹乱工作（coun一

　ら大戦終結までの5年聞におよんでいる6　　　・　ter－espionage）に従事すべく多くのアメリ

　正直なところ；tt筆者はWar　Rep・rtを見　　　二人青年が，北アフリカや欧州地域に派遣

　るまではダこれほどまでに：LCが政府の戦　　　されるとともに，太平洋戦争勃発後は，東

ノ争疎策に深くコミ、ット、していたとは想像す　　　南アジア戦区や民国にも要員が派遣される

　らして炉なかったが，LCの41年ヵ・ら45年　　　ようになった。・しかし；諜報活動に関する’

　までの年報に目を通してみて，その協力り　　　充分な訓練を受けることなく動員された彼

　深さにあらためて驚かざるをえないω。当　　　らは，民主主義擁護の高論な理想に駆りた
　　　　　　　　　　　　　　　　　時，情報収集と分析組織の編成を急務と考　　　てられたとはいえ，多、くの矛盾と試行錯誤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　一



に直面せざるをえなかった。彼らの諜報活

．動に対する軍部指揮官の木上感出先の外

交機関との対立，英国諜報部員との確執な

どは，そのほんの’一一’例にすぎない。その要

因は，彼らめ熟練度の浅さやそれに対する

既存機関の軽蔑，さらには急拠編成された

ことによるCOIの組織上の未整備などに・

求められようが，OSSに改組された後も，

これらの問題は全面的に解決されることは

なかった。

注（1）ドノヴァン（当時58歳）は，，1922年

　　のニューヨーク市長選と33年のニュー，

　　ヨーク州知事選に立候補した（いずれ

　　も落選）共和党フーバー派に属する

　　政治家でもあ？た。cf・Smith，　OP・

　　・it・・pl　10・，

　（2）COI設立に至るまでの詳細な経緯，

　　なかでもドノヴァン構想（＝中央情報

　　部の設立）に対する陸，、海軍省の反発

　　や，これをめぐる大統領とドノヴァン

　　の対応については，War　Report，

　　Vo1．1，　pp．5～8．に詳しい。

　（3）　Ibid．，　P．9．

　（4）Ibid．，　pp．9～11．しかし，やがて対

　　外宣伝㊧あり方をめぐ？てドノヴァ．ン

　　とシャーウツボの見解は鋭く対立する

　　ようになる。対立の内容と経緯につい
　　　　　　　　を
　　ては，Ibid．，　P．ユ0，20，　PP．33～35．

　　を参照のこと。また両者の人間関係に

　　ついセは，Smith，　oP．　cit．，　P．2を参

　　照。

　（5）自国民や同盟国々民（兵士も含め）『

　　の戦意高揚と敵国民の抗戦意欲の沮喪

　　を狙ったこの作戦は「心琿戦争」の名．

　．の下に大々的に展開された。特に，

　　NBCやCBS等の施設や人員を利用

　　した電波戦は，大戦当初から心理戦を

　制する重要な要素として大規模に展開

　された。

（6｝以上；War　Report，　Vol．1，　p．9，．

　1，1，　pp．　48一一56．　，

（7）・f，．　A皿u・1R・p・・t・f　th・、Lib・ar－

　ian　of　Congress，　1941．　pp．　13tv14，

　48t’v50．　Annual　’Report，　1942．　pP．

　34一一35，　pl　155．　Annual　’Report，　19431

　ppr．18“一19，124一一25，　38t’一391　52・v53，，

　54－f55，　84rv86，　p．135．　Annual’　Re－

　port，，1944．　pp．　65N66．　Annual　Re一．

　ports　1945．　pp．　26N27．

2．OSSの登場と太平洋作戦

　COLの組織は，大別して先に示した情

報収集・分析を担当するR＆Aと，戦地に
　　　サボタ　ジユ
あって破壊工作やゲリラ支援活動，諜報工．

作，対敵諜報境乱工作などの秘密作戦を主

任務とする特殊活動部（Special　Activities；

略称SA）に二分される。　SAはCOI設
立後3・ヵ月たった41年1σ月10日に発足し，

さらに英国と共同で対枢軸作戦を酸行ずる

必要上，英国の諜報機関であるSISとS

OEに対応する形で，秘密諜報部と特殊作

戦部め二部炉ら構成されることになった。

前者は，敵地や敵国の占領地域に潜入して

’敵国情報の収集にあたるこ．とを任務とし，

その責任者であるブルース（David　Bruce

戦後外交官に転じ，米中復交後初代中国駐、

．在連絡事務所長に就任）のイニシアルをと’

ってSAIBと呼ばれた。他方後者は，正

規の軍事作戦を支援するため敵地にあって

破壊工作やレジスタンス運動の支援にあた

らたりする，いわば不正規戦の遂行を任務

とし，責任者のグッドフェ’ロー（Preston

Goodfellow＞の名をとってSA／Gと呼ば
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れた。・しかし，一応の任務区分は画定され

丁たものの，実際に各戦区に派遣されてから

は，両者とも状況に応じて上に掲げた任務

区分を越えた活動を展開せざるをえなかっ

た。行動の迅速性と秘密性を極度に要請さ

れるSA舛あっては・このことは1むしろ当

然のことかもしれない（1）。

　とこちで，COIは設立当初，米国政府

の一元的な中央情報組織としてめ統合的な、

　　　　　　　　　　　ヒ役割を果すよう期待されだが，陸，海軍省

＆国務省に所属する情報機関が従来どおり1

機能したため，これらの機関とり組織関係

の明確化と作戟実施面での調整が，戦争政

策遂行上緊急の課題としセ浮び7ヒってぎ

た。そこで，統合参謀本部（JCS）は，・各　　ノ

省庁の情報機関の代表者からなる統合心蓮

戦争委員会（JPWC）を42年春に設置し；

心理戦争計画の立案と情報活動の調整にあ

たらせることを決定するとともに，42年6

月22日に暫定命令を発して，COIのOSS．

への改組と’COIの宣伝部門を切り離して

戦時唐報局（qWI）に移管する決定を下し

ヒた。．こう醜して，OSSはPJCSの指揮下に

入る戦時諜報組織として新たな相貌をあら

わすことになる。しかし，他省庁の情報機

器との調整問題は，JPWGでの度重なる

論争にも拘らず，根本的な解決がはかられ

るで撒くt／結局OSSが織後に解散す．

るまで未解決の懸案として残されだ（2）。

　．一方，OSSの戦地における対枢軸作戦
　　ゆ
は，、当初の北アフリカ作戦（暗号名一たい，

ま？作戦）への参卯から次第に連合軍の進

攻作戦の拡大に応じて，その介入の規模と

範囲を広あていった。米国の戦争努力が，

参戦当初がら独伊の早期打倒！ご集中された

　ごともあって，QSSの諜報工作の重点

が，欧州と北アフ1坊と中東地域に置かれ

泥のも当然である。紙幅の都合上，ここで

はこれらの地域におけるOSSの活動につ’

いては触れないが（3），連合軍と枢軸国軍と

の正規戦の背後で，熾烈なまでの諜報スパ

イ合戦や宣伝戦を展開したわけであるQそ

の間，組織的にも大戦の本格化に対応して・

次第に整備・拡充され，実戦部隊としての

諜報部門では，．COI時代のSAIBが秘密

情報部（SI）に，　SAIGが特殊工下部（SO）

と名称を変更し，各戦区司令官の指揮：下で

、多彩な諜報・謀略作戦を実施することにな

る。そのうち対日作戦関係ぽ，主として太

平洋三三（PQA）と中国丁丁とビルマ＝イ

ンド戦国の各連合軍司令官の指揮下で実施

された。以下，これらの戦区でOSSがど

のような経過を辿って対日作戦を展開して『

『いったかを概観してみよう。

　日本軍による真珠湾奇襲攻撃後，対日諜、

聖戦を念頭に置いて最初に結成されたの

は，ホノルルに本拠を置き，太平洋地域全

般を行動範囲とするチームである。このチ

ームは，OSSに改組後も存続し，大戦終

結まで太平洋戦区における陸海軍の作戦計

画の支援体制を敷く．ことと；日本本土べの

OS＄の接近を可能にするべく，アジア大

’陸でのOSSの活動を調整することを主要

’任務としていた（4）。しかし，作戦実施上口

　ミッツ提督の指揮下にあっ準・OSSIPOA

は，ニミッツめ消極的な評価もあって，想

定した多くの計画を実施に移すことができ

なかった。例えば，」’944年11月13日にJCS

に提出されたOSSのSI要員による千島

列島浸透計画が，JCS’の承認を得られな

　いまま挫折したのはその最たる例である。

War・Reportによる限り，　pQAでのOS

　＄の戦果は結局のところ，サンタ・カタリ

　ナ島とバ・〉マ諸島で訓練を受けていたOS

Sの潜水要員が，44年8月から45年4月ま

　で，海軍潜水破壊チーム第10番と共同で，
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レイテ決戦やリンガエン湾上陸作戦などの

一連の島嘆作戦に先立つ浸透作戦を敢行し，

「たこ、とや，潜水艦によるヤップ島とパラオ

島の偵察活動に5人のOSS要員が重った

こと，ぐらいにすぎなかったようである。

他方，マッカーサニ将軍指揮下の南西太平

洋戦区では，1942年の半ば頃にフィリピン

問題の専門家がOSS代表として派遣され・

作戦準備に着手する一方，43年9月には，

南西太平洋軍司令部付の民政顧問匹任命さ”

れた。War　Reportでは，ζの人物が何者

なのか，明示されていないが，スミスの著

『書で判断する限り，陸軍情報部にいた経歴

をもつクレア（Warren　Cleair）大佐かも

しれない。スミスによれば，．OSSに対す・

るマッカーサrの評価は極めて低いもので』

あったらしい。クレア自身，マッカーサー

と衝突するようになった，とされている

が，℃OI，設立当時・「ドノヴラン指揮下の

新しい虚報機関を作る理由は，全然ない」（6）

　と考えていたマッカーサーにし℃みれぽ，

新参者のOSSめ存在が，軍事作戦の実施，

上かえって邪魔なもみと映ったのであろ

　う。OSSにとって，，その任務遂行上・戦

区司令官との反目が増幅することは，まさ

　に致命的である。この問題を重視したドノ’

　ヴァンは，43年1月にヘイデン（Joseph

Hayden）ミシガン大学政治学部教授を

・OSS機関員としてオーストラ1？アの司令

部に広量し，oSSは「マッカrサーを邪

　劃する意図は毛頭ない」ζとを保証すると

　同時に，太平洋戦区のOSS要員はすべ

　て，マッカニサーの指揮下に入れる旨を伝

　達させた。ドノヴァンの申し入れを一応受

　け入れたマッカーサー：は，宝印方面での

　OSSによる情報収集活動を認めたものの，

　フィリピンでのOSSによるゲリラ作戦計

　画は認めようとしなかった。ところが，へ

イデンの到着後1ヵ月たった2月末になる』

と，彼は「マッカーサーの心境が変り，

OSSは歓迎されない」旨の通告を受け，

、以後OSSの活動は大きな制約を課せられ

ることになつ‘た（6）。War　Reportでは，以

上のようなOSSζアツかサーとの論い

関係について全ぐ触れられておらず，ただ

フィリピン関係の情報収集活動の経過と，

45年4月以降マジカーサーの要請により，

OSSの特殊計画部を中心に日本艦隊撃滅’

用の特殊兵器（JAVAMAN兵器と記され

ているが，一体どのような兵器なのか判明

』しない）とその操作要員をフ身リピンに輸

送する任務についた事実がさりげなく述べ

られているにすぎない。ともあれ，スミス

も示唆しているように，ヘイデンやその他

のOSS要員の回想をみると，マッカーサ

：一ばかりでなく，この戦区に配置された軍

の諜報機関員からも，OSSは冷淡を通り

越した蔑視のマナコで見られていたこと嫡’

確かであろう。結局，マッカーサーの“O

SS嫌い”こそが，’この戦区でのOSSの

活動を極度に制限せしめた最大の要因であ

りた，といえる。，話はそれるが，彼が朝鮮

戦争の際に国連軍司令官に就任した時，

OSSの後身となった・CIAが朝鮮地域で

活動するのを拒否したという事実は，こ。

ような心理の延長として理解できないであ

　ろうか。

　　そのほか，太平洋戦船で実施されたOSS

　の主な作戦としては，対日謀略放送と沖縄

上陸作戦の準備を挙げることができる。前

者はOSS士気作戦部（Morale　Operati；

ons；略称．　MO）による作戦で，45年晩春

ふらグアム島に設置されたOWIの放送局

　を使って実施された。ここでM6部員が，

　連日対日謀略放送を日本本土と日本軍占領

　地域に向げて行なったわけである。また沖
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・縄戦に際しては，’OSSは上陸作戦に備え

　て多くの特殊兵器を第10軍司令部に運び込

む作戦を実施した。加えて，，45年4且に

OSSの代表が第10軍に．派遣され，、台湾，

北面1満州，韓鮮，日本本土今の海からの

浸透を促進せレめるべく，O自S．要員を太

　平洋ゆら中国沿岸に浸透させる可能性の調

査にあたったりした。しかし，太平洋から

　これらの地域にOSS要員を浸透させる作

．戦は，日本の降伏漆差し迫っていたこと

　と，戦区間Q関係もあって実施に移されな

　いままで終ってしまった（7）。その反面；．日

　本の政治・経済情勢をめぐる情報収集の面

　ではかなりの成果を挙げたようである。こ・

　め戦区でめ作戦とは直接の関係をもたな▽）

　が，・日本に関する各種の情報は，アメリカtt

　に寄港する外国船の船員かちの事情聴取を

　はじめ，中立国であったスウF一デンやス．

　イス，ヴァチカン市国などを経由して界集

　するなど，あらゆる手段が動員された。な．

　かでも，対民情報収集網の確立の面で果し
ttｽヴァチカン市国の役割は無視できない。

　42年末にローマ法皇庁め高官によって米国

　側にもたらされた続目関係情輯の提供申y

　入れがその端緒であるが，米国はこの申し

tt一

?黷�ｩ逃がすはずはなかった。東京駐在

　ゐヴァチカン市国の代奉が；対日戦略爆撃、

　に関する第一級の情報を逐一ヴァチカンに

　送り，削いでロー∀のアイルランド大使館，

を経てダブウンに鋤，最後に海軍の暗号

　電：報でワシントンのOSS本部に送って分・

’耕するというルートが，午うして確立され

たのである・・）。それぽかりか・W4・rRe’：

　portによると，日本と同盟関係k昂った

　ゴタイの駐日大使館員やタイ留学生の帰国

，後，彼らが持ち帰った第一級の情報や文書

　類がOSSゐ手に渡るなど，．OSSによる

　間接的浸透ぽ相当程度に成功し：ていた．とい

よう（9）。

注（1）SAIBとSA／Gの結成に至る経緯

　　とそれぞれの組織・構成の特徴につい

　　ては，W・・’　R・p・・t，　V・1・1，　PP・70ny

　　92．参照。

　（2）　cf．　lbid．，　pp．　97r－120．

　（3）“たいまつ作戦’物こ始まるOSSの

　　欧州戦線での活動については，War
　　Report，　Vol；　1，　pp．　93t－95．　Vol．　．2，

　　．pp．lrv351．　Smith，　op．　cit．，　pp．　36．tv

　　241．に詳しい。

　（4）・cf．　WaピReport，　Vo1・2，　PP・365

　　tr－366・

　｛5）　cf．　lbid．，　p．　366．

　（6）　Smith，　op．’　cit．，　・pp．　250t一一251．

　（7）　Wtir　Report，　Vol．2，’p．　367．

　（8）　’cf．　Smith，　op．　cit．，　p．　84．

（9）二巴ぽ，目付はないPミ（3月10日の

　　東京大空襲のことか？），45年初めの

　　B・一29による空襲直後に，参謀本部高

　　級将校（staff　o伍cer）の自宅が暴徒

　　に襲われたという，日本人ですら知ら

　　されていない情報をこのル「トからキ

　　’ヤ。ヂしていた．・f・W・・R・p・・t・

　　voL　2，　p．　359・　一　r

3．アジア大陸での作戦

　一方，中国，東南アジナ戦区における

OSSの活動は，太平洋戦略でみられたほ

’どの制約を受けずに活発に展開された。し

かし，何らの制約や障壁がなかったわけで

はない。陸，海軍の現地司令部ζの確執は

いうまでもなく，英国諜報部との反目や現・

地人による非協力など，’OSSにとって幾

多の阻害要因が存在したことは事実であ
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る。ただ太平洋三三と異って大陸部での活

動は，、軍司令官によるOSSの評価が戦局

の展開とともに高まったごとにより，比較

的自由に推進された。

　まず中国戦区についてみてみよう。アジ．

ア大陸に最初にOSS要員が派遣されたの

は42年7月である。分遣隊101（Detach－

ment　101）と呼ばれたこのチームは，在中

国米軍司令官であったスチルウェノゾ（J6－

seph　Stilwe11）将軍ゐ知人であるエイフラ

ー（Carl　Eifler）少佐に率逼られてインド

に上陸した。このチームの任務は，中国領

に前進基地を設置し，フ・イリピン，タイ，

インドシナ，　ビルマ，朝鮮，日本本土に

OSS要員を潜入させることとされたが，実

際にはろチルウェルと国民党政府ぼ）OSS

．に対する消極的ないしは否定的姿勢にあっ

て所期の目的を果せないままニューデリー

に留まらざるをえなかった。スチルウェル’

は，分遣隊101をゲリラ的行動に用いるよ

りも，戦闘部隊として用いる意向であった

tt ｵ（1），中景側にしても英国の諜報機関に対

する根強い不信感もあって，OSSを英諜

報部と半峠同一視する有様であうたから，

分遣隊101がいきなり中国で行動を起す余

地はなかったといってよい6同時た，スチ．

ルウ。’ル司令部とは別の線で，諜報面での

米中協力の接衝が進められていたことも，

、その一因として働いたかもしれない。この

接衝とは，米海軍のマイルス（Milton　Mi－

1es）大佐と重慶特務機関である軍事委員会

調査統計局（略称，学統局）のボス・笹野

将軍との問で42年5月以来進められていた

接触のことである。戴笠は，泣く子も黙る．

といわれたほど中国共産党員を含む反重

慶勢力に対する暗殺はおろか，白本軍に対

してもテロ，破壊工作を公然と行うなど，

蒋介石の側近として凄惨な地下戦を指導し

た人物としてあまりにも有名である。、この

ような人物と協力関係を結ぶことについて

はOSS本部はもとより，■チルウェルら

陸軍側でも批判的℃あった。しかし，海軍

側の積極的支援もあってマイルスと戴笠とし

の連携関係はむしろ強化の方向に進んでい

った。こうして，両者間の関係の緊密化に

伴い，戴笠を長とし，マイルスを副長とす

み米中合同秘密機関の組織化炉急速に日群

にのぼってきた。．こめような動向に対し

て，たどえ連合国の一員であれ外国のコン，

トロールがら独立した米国独自の秘密諜報

活動の確立を一貫して主張していたドノヴ

ァンは，当然反対の意向を示し、た。しか

し，太平洋戦国でマッカーサーによる冷淡’

な取扱いを受け、．所期の目的を達成できな

いでいた状況を打開する必要性と，海軍省

からの強い要請に直面したドノ．ヴァンは，

43年初めにノヅクス海軍長官と共に中国政

府との問で，’米中’協力機構（略称；SACO）

という名の統合諜報機関を設立する秘密協

定に調印した（2）。その結果SAdo長官に

は戴笠が就任し，マイルスは長官代理とな

って，ほぼ米海軍と中国側の思惑通りに新

機関が発足することとなった。同時に，この・

秘密協定により正式にQss要員がSAco

に加わることになり，マイノレスがOSSの、

アジア地区代表をも兼ねるこどになった

のである（3）。ドノヴァンにとっては不本意

な譲歩となったわけだが，対日情報・ゲリ

ラ戦の実施上，中国本土にOSSの本拠を

築くことは至上課題に近かったから，彼に

はやむをえない選択であったといえる。し

かしその反面，ドノヴァンは外国のコント

ロールから独立した諜報組織の確立という

本来の信念を貫く癒めの工作を秘かに進め

ていたのである。“本来の信念’1というよ

りも，　「中国O’iヒムラr」といわれた戴笠

9
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に対する彼の嫌悪感とマイをスに対して抱

V｝て喚反廓ミ，彼を⑳ような行動tlこ駆

りたてたのかもしれない。いずれにせよ，

、OSSの’rACO参画後における不充分な活ゴ

動状況が，中国側とマイルスによるL種の

妨害によって＄たらされたもの，、，と確信し

た彼は，43年12月5日にマイルスをOSS

代表の地位から公式にはずし④，代りに分

遣隊101に所ts　・’していたコー’リソ（Joh恥

Coughlin）大佐を派遣しだのである（？。

しかも，SACOに加っていた・OSSチーム

（分遣隊202と命名）に，部分的にSACO

『から独立した地位を与えることに成功し’

た。すなわちコ」リソは，作戦面セ引続き、

マイルス指揮下に入るものの，行政面では

CBI（6）戦乱司令官に対してのみ責任を：負う

こととなったのである。次y．・でドノヴァソ

の打った手は，昆明に司令部を置いていた

シェシノート（Claire　Chenbault）将軍鷹

下の第14空軍に分遣隊202の一部要員を派

遣して，空陸軍資源・技術参謀部（略称；

ヒAgFRTS）し≧いう名の新機関を設け・三

笠の指揮権の及ばない独自の諜報・謀略工

作Q拠点を作った・、A（｝FRTS『 ﾍ発足後・・

OSSのもつSI，　SO，　MO，　R＆Aのすべ

ての機能を実行に移すほど急速な労農をと

げ，．’　44年の夏までに集めた情報量は，第14．

空軍が作戦用に収集した全情報の50％に達回

するほどの成長ぶりであワた（7）・．なかで

も，このチー・ムが行？た作戦のうち最も華’、

温しかったのは，日本の降伏を目前にした

45年8月11日から計画された捕虜救出作戦．

である。この作戦は，当時中国でのOSS

による地下活動の責任者であったヘブナi

（Richdrd耳eppner）大佐の指揮で実施さ・

れたP実際に作戦が決行されたのは，終戦

直後のこと℃あ．る。このうち主要な作戦

　は，42年5月のパターン半島での敗戦の将、

として有名なウェーンライト　（Jonathan

’　Wainwright）将軍ら多くの連合軍将兵め

いる奉天捕虜収容所と，ナーストラリ・ア兵．

とオランダ兵の収容されていた海南島の捕

虜収容所を対象として行なわれた。いずれ・

も，通信事肩のため終戦の事実を知らさ　Pt

ていなかった収容所である。前者は，8月

’16日に救出作戦が実施され，後者は27日に

決行された。前者の作戦指揮官嫡ヘネシー，

少佐であり，後者はシングローブ少佐（昨

年5月に在韓米軍撤退問題をめぐる舌禍事

件で罷免された前在韓来軍参謀長として有

名）で，いずれもB－24爆撃機から決死の

パラシュrト降下を敢行し，無事に捕虜全’

員を救出することに成功した（8）。

　以上のよ51こ，t中国におけるOSSの活

動は，大戦の中頃まではSACOを中心に

　して展開され，後半から終戦にかけてその，

　中心はAGFRTSに移っていったわけだ
　が，その商，、対日情報収集に限らず，蒋介

石の国内における主敵であった中国共産党

　と何度も接触したりするなど，一種の外交

官的な役割を担ったりもした（9）。

　　War　Report．によると，44年6月段階

　で中国以外のアジア地域に派遣されていた

　OSSヂームは，．先に触れだ分遣隊101（本

　部はインドのブッサム州ナヂラに置かれ

　る）のほか，イシドのニュー・デリーに本

　部を置ぐ分遣隊303，・kイロンのカンデa

　に設けられた分遣隊404，・さらにイ、ンドの

　カルカッタに本部を置き分遣隊101に対す

　る補給任務にあたった分遣隊505の4チー

　ムであった（1o）。東南アジアから南アジアに

　かけて広範な地域に配置されたこれら．OS

　Sチ」ムは，中国で経験した困難とは違6

　た障害に直面した。それは主として英国諜

』報機関との摩擦から派生したものであり，

　その点では欧州戦線での経験と共通するも”
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のがあった。場合によっては，欧州戦線以

上に諜報・謀略エ作意での英米対立が表面

化ずることすらあったのである1とれは恐

らく，これらの地域が大英帝国に含まれる

ことから，英国側としてもOSSの活動を

自らのコントロール⊥ドに置きたいという意

識を強く持ったために生じた摩擦といえよ

う。しかしこの，ような対立関係も，43年に

マウント・ミッテン（Lord　Louis　Mount－

batten）提督を最高司令官とする東南アジ

ア連合軍司令部（SEAC）が設置され，国英

諜報機関がマヴントバシテンの指揮下に置

かれるに及んで，両者間の対立はようやぐ

緩和されるようになった。もちろん，その

背景にはドノヴァンの努力があったことは

いうまでもない。

　紙数の都合上，これらのOSS手一ムが

．どのような対日作戦を展開し，また戦後の

植民地三訂運動㊧開花との関連で現地のナ

ショナリズム運動にどのような係りをもっ

たかジここでは残念ながら詳述できない。

ただここで一つだけ指i摘しておきたbの

’は；，とりわけ，インドシナ地域に配置され

．たOSS要員たちが民族独立の大義に対す

る共感にたって，現地のナショナリズム運

動を鼓舞する役割を担ったという事実であ

る6なかでも，1日本降伏直後に分遣隊404か

らヴェトナムに派遣されたデューイ（Pe－

ter　Dewey）大佐を長とするOSSミッシ

ョンが，ホL・チ・ミン指揮下のヴェトミ

ンに深し’・理解を示し，ヴェトナム民族の独．

立運動を側面から支援する行動を展開した

ことは，結果はともあれ，ホー・チ・ミシ

やボ」・グェン、・ザップらめヴェトミン指

導者の目に，独立の目標を背後で推進し

てくれる一種の援助部隊的な行動として映

、つたとしても不思議ではなかっ．た。これら

・理想に走？た米国青年たちの行動も，結局

のところフランスによるインドシナ支配に

終止符を打たせるところまで米国の指導層

を導きえなかったわけだが，その後の不幸

と憎悪に満ちた米国＝ヴ三トナム関係史の

展開をみるにつけ，あらためて歴史の歯車

の皮肉さに思いをめ．ぐらさざるをえない

（1ユ）o

．注（1）cf．　Smith，　oP．　cit．，’ oP．243～244，

　　分遣隊101を中国に派遣しようとし

　　たドノヴァンの構想に対してスチル

　　ウェルが反軽した理由は，①馬面を一

　　ト確保などの軍事作戦の必要上，’むし

　　ろビルマ戦区で活用したいと思ったこ

　　と’。②中国tlt’OSSの本拠を置くこと

　　は，国民党政府ばかりか独自の秘密活

　　動を中国で進めている海軍側とも摩擦

　　をひき起しかねない，と考えた点に求

　　められる。．cf．’War　Repbrt，　Vo1．2，

　　p．361．’』

　（2）秘密協定が最：終的にJCS’の承認を

　　受けたのは43年4月である6Smith，

　　op．　cit．，　p．252．，

　（3）アジア全体の代表といっても名目的

　　にすぎず，スチルウェル司令部の下で

　　分遣隊101が既に活動していたから・

　　OSSに対ずるマイルスの指揮権は中

　　国戦区に限られていた。cf．　War　Re－

　　port，　Vo1．2，　p．362．

　、（4）SACO長官代理の地位にはとどま

　　つた。Ibid．，　P．258．

　（5）　Ibid．；b。258，

　（6）中国一ビルマーインド戦区

　（7）以上，・War　Report，　Vol．2，　p．363．

一（8）この2．つの作戦については，cf・Wil－

　　liam　Crai琴，　op．　cit．，　pp：143雪144，，

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ppr　154～155，　pp．．164（し165，　pp．220

　～
　　～229，　pp．1232㌣1235，　pp．t／262βY263，
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　pp．266へL269，　pp．276～283，このほ

　かの捕虜救出作戦については，c至・

Wbr　Report，　Vol．　2，　pp．　457N458．　k

（9）以上，中国戦区におけるOSSの全

　活動については，cf・Smith・opr　cit・・

pp．　242t”L285．　War　Report，　Vol．　2，

　pp．357～364，　pp’．、4ユ5～460．

（10）　War　Report，　Vol．　2，　pp．　363一一

　364．なお分母隊101の活動状：況につい

　ては，cf．　Ibid．，　PP．369～392・§M一・

，ith，　op．　cit．，　pp．　286N319．

（11）インドシナ地域におけるOSSの案’

　：態については，cfL　Smith，　oP・cit・・

　pp．　320t－v360．

4．，OSSへφ評価一L一一むすびに代えて

　こ5して，対日戦争の終了に伴いOSS、

は4年余に及ぶ短い歴史に幕を下すわけだ

が（1），この間に動員きれた多くの有為な人・

材めうち，ある者ば大学や研究所に扉って

学究の道に進み，ある者は官界や実業界に

転進し七戦後の米国を指導すべく新レい役

割を担うこととならた。思うに，彼らがO

SS時代に残した遺産，就中7．　t皐＆Aに従

、事した知識人の多くが，米国内外か、ら集め

られた彪大子敵国情報を綿密に分析し，1回

戦両面にわたる政策決定に不可欠り基礎的

な参考資料を提供し続け準意義は決して無、

視できない。対日戦争に限ってみても，各

種め情報・資料から戦略爆撃の対象となる

都市や軍事施設の詳細な見取図を提供した．

　り，』日本の国内政治や経済・社会情勢ひ

いてはわが国の精神風土や文化論にまで及

ぶほど広範にして的確な分析報告を提供し・

たのも彼らであちた。これらの資料は，対

日政策の決定過栓で参考資料程度の比軽四

軽い扱いしか受けなかったにせよ，政策決

定者の対日イメージの形成上，少なからず

影響を及ぼレたことは否めまいbその章味

では，米国立公文書館に収あられている10

万枚ほどの対日関係OSS文書，とりわけ
・Dipl・m・・i・B・an・hに収蔵されr・・るR＆

Aの文書の占める意義を軽視してはなる

まい（2）。当館が長期計画として収集を計画

しているGHQ／SCAP文書の意義もさる
ことながら，・これらOSS文書に対する関．

’心も，対日占領政策の全体像を正しく構成

するうえで当然強くもたれて然るべきであ

ろう（3）6

　　ともかく，こうして若くしてOSSに回

った人物のなかには，現在なお米国社会で

．指導的立場に立って活躍している人物が少

なくないことに驚かざるをえない。歴史学

者であると同時にケネディ球権当時の大統

領補佐官として活躍したシュレジンガー

　（Atthur　M．　Schlesinger，　Jr：）教授や同じ

　く：ケネディ政権当時の国務次官補で凝っ癒、

　ヒルズマン（Rog♂Hilsman）コロンビア

『大学教授，さらには中国問題の権威としで

　名高いフェアバンク（John　K　Fairbank）

　ハーバード：三富教撰や国連大使と最高裁二一

　事を歴任したゴールドバーグ（Arthur

　Goldberg）などは，そのほんの一例にすぎ

　ない。いくら戦争目的に沿って作られた組

織とはいえ，もともと影のアクターである

　はずの諜報機関に属していた者が，このよ

　うに戦後社会のエll一至として輩出してく

　るとこちぽ，いかに．もアメリカ的といえよ

　うか。ところがジどの国でもそうであろう

　が，諜報機関員であらた者がその前歴ゆえ

’た社会的・政治的エリートとして再登場し

　てくる例は極めて少ないゐが通常である。

　にも拘らず，OSS要員であった彼ちがこ

　のような地位を占めるに至った背景にはど
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　のような要因が存在したのであろうか。ま

　ず第一の要因として，「全体主義に鮒する．

　民主主義擁護の戦争」という米甲政府の参

　戦目的に対して，米国世論が一致して支持

　し続けた点を挙げることができよう。した‘

がって，この大義に共鳴する人物であれ

　ば，保守的傾向の人物であろうと共産主義

　者であろう回すべて吸収すべきだとするド

　ノヴァンのリクルート構想と相即って，秀

　れた人材が抵抗なくOSSに結集できるだ
　　　　　　　　けの精神的土壌が準備されていたといえ

、る。第二の要因には，OSSの’“若さ”も

　手伝って，諜報機関につきまとう黒しいイ

　メージが比較的薄かった点を挙げることが’

　できる。この点は，同じ戦時下にあっても

他国の辮艮●謀略機関に対して抱かれてい

　た悪しきイメージに比べ，著しい相異点で

　ある。、結局，彼らが戦後の米国社会で高い

　地位と名声を得られるに至った理由は，こ

　れらの要因ガミ連動して作用したがために，

　米国社会でのOSSに対する評価なり受容

　度が，一CIAのそれに比べはるかに高い位

　置を占めるようになった点に求められよ

　う。この点は，彼らが背：負ってきた一種の

　“救国者”イメージと，CIA要員として

　暗躍した人物が社会に：再登場してくる時に

　必ずといっていいほど背負っている“悪玉”

「イメージとの対照性を見れば，さらに明白

二になろう。’

　　一方，以上のようなOSSについて抱か

　れている「正」のイメv一・・ジとは別に，OSS・

　につきまとうであろう「負」のイメージに

　ついても一言触れる必要がある。ここで

　は，主として，QSSとCIAとを接続し

　ている組織的・思想的連続性の問題に絞っ

　て整理してみよう。確かに，ファシズム虹

　倒の国家目標に国民世論が一致’して支持を

　与えている状況下では，OSSのすべての

作戦は反ファシズムの「政治戦争」の一環

として正当化される余地は大いにあった6

それゆえ，ドノヴァンは終戦に伴い戦時目

的を概ね達成したOSSの解散に踏み切っ

たのである。同時に彼は，戦後世界におけ

る国際情勢の変転に備え，中央庸報機関め

再編・強化を求める構想を大統領に進言し』

たのである。その際，彼が最も重視した思

想は，／t・自国の安全保障と世界平和維持のた，

めの「政治戦争」の継続という考えであっ

た。さらに彼は，OSSの全機能を引き継

ぐ中央情報機関の新設によりこの思想は十

分に継承されると信じたのである。こうし

て，ほぼ彼の構想どうり新しい中央情報機

関としてCIAが発足することになるが，

規模の面でも機能の面でもOSSをはるか

に凌ぐものがあった。しかし，CIAに注

入された組織原理や諜報思想はOSS時代

と一本の糸で固く結ばれていためである。

ただ異らていたのは，二つの機関が置かれ

ていた時代的条件にすぎない。ところが，

CIAの殻立された当時の米ソ冷戦体制が

深化するにρれ，、CIAは平時でありな：が

ら冷戦の論理に触発されて自己増殖を遂

げ，ついには’rスパイ帝国」と別称される

ほどの巨大組織に変身してしまった。ここ

にCIAが腐敗と汚辱た満ちた組織として

イメージ化さ・れる芽が宿ったといえるであ

ろう。同時に，このような変貌を経験した

CIAがジド！ヴァンの殺定した原則から

逸脱したのも事実である。現在槍玉にあが

っているCIAの犯した多くの“罪科”は，

ドノヴァンが最も強調した「国内で秘密活

動を行わないこと。国内と海外とを問わ

ず，警察的機能を行使しないごど。」④乏

いう大原則から逸脱した結果なのである。

しかし；・こういつた原則を犯した『とはい

え，さきのような諜報に関するドノヴァン
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の基本構想がCIAの原型となQ，モデル

乏して生き℃い．る事実は否定しようもな

い。その意味でCIAについて一般に抱か

れているCt悪玉i’イメージがOSSにも転’

移し，従来のイメージの修正につながら㌃

いとも限らない。思うに，どの国民社会で

もそうだが，諜報機関はその存在理由に秘

密性と陰湿性が？ぎまとう限り，広く．社会

的認知を得ることは至警め業である．CIA

は，まさにその典型的な例とい・えよう。

OSSにしても，，陰湿性の程度ではCIA』

の比較にならないにせよ，高度ゐ秘密性の

点では決してその例外ではありえない。

「アメラシア事件」（5）の発端となったOSS

文書漏洩問題にみられるOSS当局の行動

などは1このことを如実に示しているとい

える。　　　　’　　　㌧

注（1）・OSS、は45年9月20付夫統領行政命

　　令9620号により10月1日をもうて解

　　散・・R＆・A等の業翻坦務省に移さ

　　れ，それ以外は陸軍省に移管された。

　　cf．　War　Report，　Vol．　1，　p．　120．

　②　国立公文書館にあるQSS文書のお
　　およその実態については，山極晃　r前

　　掲論｝il』，増井誠rここ怠れ／日本占

　　鮒史』「諸君」昭和52年12月号PP・

　　230～231．』を参照のこと。

　㈲　山極論文に掲載されたR＆A文書

　　のリストにある目本関係文書，例えば・

　　　「連合軍占領下の日本の警察制度」

　　（R＆A2578，145年9月28日）J〈］「幣

　　凍内閣の分析」、（R＆A3274，45年10

　　月ユ2日），「帝国憲法改iEに伴う諸問

　’題」＜R＆A3285，’45年11月2日）な

　　’どの文書は，米国の対日占領政策に関

　　済する文書として重視すべきであう。

　・’山導晃r前掲論文』120号参照。

（4）　War　Report，　Vol．　1，　p．　XII．

㈲　アメづシァ事件とは，大戦末期の45

　年1月26日号の’「アメラシア」誌上に

　掲載きれたrタイあ情報』と題する無

　　署名論文の出所をめぐり，OSS文書の

　不法流出・所持の容疑で同誌の編集者

　　ら6人が逮捕された事件である。後の・

　　々ヅカーシー旋風の時期まで尾をひい

　　た事：件として有名6詳細は，三極晃

　　rアメラシア事件』「横浜市立大学論

　　叢く人文科学学」24巻3・4号（昭和4串

　、年4月）PP．135ん172．を参照さ歴た

　　い。

（やまもと・たけ：ひご・法律政治課副主査）

〔追記〕本稿の脱稿後，大戦中から冷戦初期にか

けてのOSS文書のうち公開分がマイクロフィル

ム化され，」一般に販売されようとしていること

カミ判明した60SSIState　Department　Intellig

、erice　and　Research　Reportsと題すう本報告

書類ほ，7部に分類されている。第1部r大戦

中の日奉およびその錦旗地域，第2部一戦後の

日本・朝鮮・東南アジア，第3部一中国・イン

ド，第4部一大戦中のドイツとそめ占領地域，

第5部一戦後の欧州，第5部一シ連・第7部一．

中東，から構成されており，内容は政治・軍事

・経済・社会のあらゆる分野にわたっている。

出版元は，University　Publications　of　America’

Inc．この報告書類炉公表，アイクロフィルム化

されたことにより，OSS研究はもとより，大戦

史や冷戦史研究にとってもさらに資料的な裾野

の広がりをもたらすことは間違いない。
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